











问卷，并且对导入 SPOC 和未导入 SPOC 两个年级分别进行了同样内容的国际日语能力测试模拟
N4和模拟 N3。对调查问卷和两次成绩的结果进行分析表明：学生对于 SPOC 教学资源和使用办
法，在实用性，难易度，评价办法，对学习目标的实现以及对传统课堂的辅助方面都给与了高
度评价。导入 SPOC 的年级比未导入 SPOC 年级在听力成绩上有所提高。本研究对 SPOC 在日语
教学的应用方面提供了一个可供参考的方案。
1?SPOC??
　近年，大学教育において，大規模公開オンライン講座（Massive Open Online Course，略して
MOOC または MOOCs という）の活用が広まっている。MOOC（ムーク）また MOOCs（ムー
クス）とは，インターネット上で誰もが無料で受講できる大規模な開かれた講義のことである 2）。
MOOCs にはグローバル MOOCs の edX，Coursera 以外に，JMOOC（日本）や KMOOC（韓




は映像による配信を行い，このための Web サイトをプラットフォーム（以下 PF）と呼んでいる。






ための方法として，SPOC が提唱されるようになった。SPOC（Small Private Online Course）と
は MOOC が大規模公開であるという性質に対し，「小規模非公開オンライン講座」のことであ






















に渡って，合計 300 コマ（一コマ 90 分）の日本語教育が実施されている。学習目標は JLPT 4） の
N2 以上の能力を身につけることである。専攻科目も同時に学習することになるため，日本語を
勉強する時間が少ないが、日本語学習の効果に対する期待値が高い。授業内外の時間をいかに活



























　まずは講義動画で使う Microsoft PowerPoint（以下 PPT）の作成である。メインの教科書は





習という構成である。PPT には文字テキスト，画像，音声，映像コーパス 6） から得た映画やドラ
マのワンシーンなどの素材を盛り込んだ。
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3.3?SPOC???
　図 1 の準備が整った上で，PF の管理部門に依頼し，2016 年春学期の開講に合わせてアップ
ロードし，学生が利用できるようにした。本実践で取り扱った内容は 17 課から 36 課までであり，




















































　本実践の授業は（全部で 32 回）「日本語の聴解と会話（二）」科目で，実施時間は 2016 年 3 月
から 2016 年 7 月であった。その後，学習者に SPOC に関するアンケート調査を以下に示す方法
で匿名で実施した。
　調査対象：130 人の大工の学習者（うち，実質有効なものは 95 人分）。
　調査方法：アンケート調査を（http://survey.dlut.edu.cn/user/）PF にアップロードし，学習
者に答えさせた。
　調査形式：SPOC の導入によるブレンド型の授業に関する質問が 25 問，PF に関する質問が 3
問，選択式の調査質問は合計 28 問である。また，SPOC と PF に関する意見など自由回答の質
問を 3 問設けた。本稿では，28 問中次に示す 1）～10）の 10 項目について意見を紹介する。
 1 ）SPOC を取り入れた授業への満足度
 2 ）OER の難しさ
 3 ）OER が果たす役割
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 4 ）OER が四技能「聞く」「話す」「読む」「書く」への役割
 5 ）講義動画の面白さ




















































　学習成果の分析として，SPOC を導入した学年 2015級 7） と未導入の学年 2014 級の JLPT 模擬
テスト（聴解）における結果を比較した。比較した対象は二つの学年における模擬テスト N4 と
N3 の成績である。二つの学年で使った問題は同じであり，満点を 100 点とした。実施方法も同
様で，模擬テスト N4 は春学期が開始したばかりのころで，模擬テスト N3 は初級学習が終わっ
たころである。以下の表 5 及び表 6 はそれぞれの平均点，中央値，標準偏差を表したものである。
N4 では，未導入学年のほうがこの三項目においていずれも高かった。両者の間に有意差がな
かった（F = 0.248　p = 0.6186）。しかし，実践後の N3 では，未導入の学年に比べて，導入した
学年は平均点，中央値，標準偏差ともに上回った。
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表 5　模擬テスト N4（聴解）の結果概要
学習者（n） 平均点 中央値 標準偏差（SD）
未導入 2014 級（126） 72.96 75 15.385
導入 2015 級（130） 71.96 72 16.513
表 6　模擬テスト N3（聴解）の結果概要
学習者（n） 平均点 中央値 標準偏差（SD）
未導入 2014 級（119） 49.84 48 10.718
導入 2015 級（121） 53.41 52.5 13.997
　実践後，N3 では二つの学年における有意差が見られるかどうか，相関分析を行った。その結







































に学生が 25 人程おり，教員一人が 1 クラスを担当する場合，学生が一人当たり一学期で提出す


























1 ） 執筆者は 2018 年度外国人研究員として京都外国語大学国際言語平和研究所に一年間所属して
いる。本稿は京都外国語大学の先生方のご指導をいただいた上で完成したものである。
2 ） https://ja.wikipedia.org/wiki/Massive_open_online_course を参照
3 ） https://tech.nikkeibp.co.jp/it/pc/article/column/20130827/1102686/ を参照
4 ） 日本語能力試験（英語 : Japanese Language Proficiency Test，略称 JLPT，日能試）は，公益財
団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催の，日本語を母語としない人
を対象に日本語能力を認定する検定試験である。最上級の N1 から最下級の N5 まで 5 段階の
レベルがある。https://www.jlpt.jp/about/levelsummary.html を参照。




6 ） 筆者らが所属している大工で開発された，日本のテレビ・ドラマが 50 部ほど盛り込まれた
コーパスのことである。このコーパスシステムでは，中国語と日本語の字幕付きで，キーワー
ド検索によってワンシーンを見ることができる。大工では教育研究のみに使用されている。
7 ） 中国では，大学生が入学した年に学年の名称を付けることになっている。2015 級とは 2015 年
に入学した学生たちが所属している学年である。
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